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日
米
大
学
の毎

日
新
聞
大
阪
本

学

一一ム
部

記

者

池

一
学
園
に
新
風
を
吹
き
込
む

一
神
戸
大
学
経
営
学
部

緑
豊
か
な
六
甲
山
地
を
背
景
に
、
港
を

眼
下
に
望
む
高
台
に
あ
る
神
戸
大
学
。
そ

の
前
身
の
神
戸
高
商
か
ら
実
学
の
伝
統
を

受
け
継
ぐ
経
営
学
部
は
、
国
立
大
学
と
し

て
最
初
に
設
置
さ
れ
、
企
業
や
産
業
社
会

と
の
積
極
的
な
か
か
わ
り
を
築
き
上
げ
な

が
ら
、
社
会
に
開
か
れ
た
大
学

へ
の
模
索

を
続
け
て
い
る
。

「世
界
経
済
の
相
互
関
係
は
強
ま

っ
て

い
る
。
日
本
経
済
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て

い
る
現
状
を
し

っ
か
り
認
識
し
て
ほ
し

い
」
。
今
年
九
月
二
〇
日
の
昼
下
が
り
、
同

学
部
二
〇
六
教
室
。
教
壇
に
立

っ
た
住
友

商
事
の
森
田
俊
彦
常
務
取
締
役
は
熱

っ
ぱ

く
学
生
た
ち
に
講
義
し
て
い
た
。

い
わ
ゆ
る

「
民
活
講
座
」
の

一
環
と
し

て
、
住
友
商
事
が
同
学
部
前
期
課
程
の
「国

際
経
営
論
」
の
講
座
を
担
当
し
、
森
田
常

務
も
そ
の
講
師
陣
の

一
人
。
最
初
と
最
後

の
講
義
を
担
当
し
た
森
田
常
務
は
、　
一
九

五
四
年
に
卒
業
し
た
同
学
部
新
制
三
回
生

で
あ
る
。
こ
の
日
は
最
終
講
義
の
ほ
か
、

試
験
に
関
す
る
説
明
も
あ
る
と
あ

っ
て
、

約
三
二
〇
名
の
学
生
が
教
室
を
ぎ

っ
し
り

と
埋
め
て
い
た
。

「学
生
時
代
は
あ
ま
り
、　
い
い
学
生
と
は

言
え
な
か
っ
た
で
す
が
、
こ
ん
な
形
で
教
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壇
に
立

つ
な
ん
て
…
…
」
と
言

い
な
が
ら

も
、
講
義
の
後
、
二
五
年
の
商
社

マ
ン
人

生
を
振
り
返
り
な
が
ら

「
一
人
の
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
か
ら
見
た

『国
際
化
』
の
問
題
」

と
題
し
て
語
り
だ
す
と
、
学
生
た
ち
の
円

の
色
が
輝
き
だ
し
た
。
「仕
事
の
能
力
だ
け

で
は
な
く
、
個
人
と
し
て
の
教
養
と
情
操

の
豊
か
さ
に
裏
打
ち
さ
れ
た
国
際
人
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
語
り
か
け
る
姿
は
大
学

人
と
は
ひ
と
味
違

い
、
実
体
験
に
支
え
ら

れ
た
自
信
と
迫
力
が
あ

っ
た
。

広
く
社
会
に
人
材
を
求
め
、
優
れ
た
知

識
、
経
験
を
大
学
で
活
用
し
よ
う
、
と
い

う
こ
の
講
座
は
今
年
で
二
年
目
。
学
部
長

の
天
野
明
弘
教
授
は

「社
会
に
オ
ー
プ
ン

で
あ
る
こ
と
は
私
た
ち
の
誇
り
で
す
。
こ

の
講
座
も
長
年
、
待
ち
焦
が
れ
て
い
て
、

や

っ
と
実
現
し
ま
し
た
。
何
と
し
て
も
、

成
功
さ
せ
、
定
着
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と

確
信
に
満
ち
た
表
情
で
語

っ
た
。

第

一
回
目
の

一
九
八
七
年
度
に
は
、
中

内
功
社
長
ら
ダ
イ
エ
ー
の
幹
部
が
登
壇
し

た
。
ス
ー
パ
ー
業
界
を
築
き
上
げ
て
き
た

実
績
を
も
と
に

「流
通
産
業
論
」
を
展
開
。

消
費
者
サ
イ
ド
か
ら
も
神
戸
婦
人
団
体
協

議
会
の
妹
尾
美
智
子
事
務
局
長
が

「消

費
者
問
題
論
」
を
担
当
し
た
。
こ
の
ほ
か

三
菱
電
機
顧
間
の
馬
場
準

一
氏
が

「研

究
開
発
管
理
」
に
つ
い
て
語
り
、
異
色
の

顔
ぶ
れ
は
、
大
学
に
新
鮮
で
新
し
い
風
を

吹
き
込
ん
だ
。
学
生
た
ち
の
評
判
も
良
か

っ
た
。
二
年
目
は
、
「株
式
会
社
神
戸
市
」
と
い

わ
れ
る
自
治
体
経
営
の
実
践
例
を
も
と
に

地
元
の
宮
崎
辰
雄
市
長

（当
時
）
以
下
市
役

所
が
「都
市
経
営
論
」
を
繰
り
広
げ
た
ほ
か
、

同
学
部
卒
業
生
た
ち
を
中
心
に
し
た
公
認

会
計
士
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
「会
計
生
態
論
」
、

企
業
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
か
を

テ
ー
マ
に
し
た
塩
野
義
製
薬
に
よ
る

「国

際
環
境
設
計
」
、
そ
し
て
大
阪
商
船
三
井
船

舶
に
よ
る

「国
際
複
合
輸
送
」
の
各
講
座

が
も
た
れ
た
。

そ
し
て
今
年
度
の
前
期
に
は
、
住
友
商

事
の
ほ
か
に
日
本
生
命
保
険
に
よ
る

「現

代
生
命
保
険
経
営
」
も
あ
り
、
後
期
の
久

保
田
鉄
工
に
よ
る

「企
業
変
革
論
」
で
は
、

連
合
大
阪
会
長
の
石
原
利
昭
氏
も
教
壇
に

立
つ
予
定
だ
。

週

一
回
の
授
業
で
、
二
単
位
を
与
え
る

正
式
の
講
座
。
非
常
勤
講
師
と
し
て
教
壇

に
立
つ
の
は
原
則
と
し
て
部
長
職
以
上
で
、

最
初
と
最
後
の
講
義
が
常
務
以
上
、
と
い

う
内
規
も
設
け
て
い
る
。
企
業
か
ら
見
る

と
、
「大
学
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
い
い
チ
ャ

ン
ス
。
学
生
に
対
す
る
企
業
イ
メ
ー
ジ
に

効
果
が
出
て
く
る
か
も
…
…
」
と
い
う
こ

と
で
、
住
友
商
事
の
場
合
は
、
講
師
の
ほ

と
ん
ど
が
東
京
本
社
か
ら
駆
け
つ
け
た
ほ

ど
の
力
の
入
れ
よ
う
だ

っ
た
。

住
友
商
事
で
長
年
、
鉄
鋼
関
係
の
仕
事

を
し
、
今
回
の
講
座
の
橋
渡
し
を
し
た
清

水
善
淳

。
同
大
講
師

（日
本
産
業
論
、
貿

易
実
務
）
は
言
う
。

「講
義
で
学
生
に
配

っ
た
資
料
は
い
ず

れ
も
会
社
の
幹
部
に
出
す
よ
う
な
も
の
で
、

完
成
度
は
高

い
。
商
社
の
仕
事
の
実
態
が

あ
る
程
度
理
解
し
て
も
ら
え
た
の
で
は
な

い
か
」
同
大
は
こ
の
民
活
講
座
の
ほ
か
同
学
部

出
身
社
会
人
の
人
材
の
起
用
に
も
意
欲
的

で
、
昨
年
度
は
日
本
銀
行
、
野
村
総
合
研

究
所
、
住
友
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン

グ
か
ら
、
今
年
度
は
大
和
証
券
経
済
研
究

所
、
日
本
長
期
信
用
銀
行
か
ら
い
ず
れ
も

助
教
授
と
し
て
人
材
を
採
用
。
大
学
院
修

士
課
程
で
も
社
会
入
学
生
を
受
け
入
れ
、

社
会
の
動
き
に
敏
感
に
対
応
し
た
研
究
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
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こ
の
よ
う
な
民
活
講
座
が
盛
ん
に
行
な

わ
れ
だ
し
た
の
は
こ
こ
数
年
の
こ
と
。
神

戸
大
経
営
学
部
の
民
活
講
座
は
、
む
し
ろ

「
寄
付
講
義
」
と
い
う
表
現
の
ほ
う
が
適

切
か
も
し
れ
な

い
。
教
員
の
身
分
は
非
常

勤
講
師
で
、
講
師
の
選
定
、
講
義
の
内
容

な
ど
も
寄
付
す
る
側
が
主
導
し
て
決
め
て

い
る
か
ら
だ
。

そ
れ
と
は
別
に

「寄
付
講
座
」
と
い
う

第一表 住友商事が実施した「国際経営論」のカリキュラム

穐 鮨 慮   4/12

中 村 綱 雄  4/19
(調査部長)   ・26
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(管理編)
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国際金融の実務

国際税務の実務
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神戸大:フングル41



も
の
が
増
え
て
き
て
い
る
。
大
学
の
講
座

と

い
え
ば
、
講
座
を
支
え
る
組
織

（教
授

一
、
助
教
授

一
、
助
手
な
ど
で
構
成
）
を

指
し
、
寄
付
講
座
は
そ
れ
を
運
営
す
る
た

め
の
人
件
費
、
教
育
研
究
費
を
企
業
な
ど

か
ら
の
寄
付
金
で
賄

い
、
大
学
側
が
中
心

と
な

っ
て
行
な
う
も
の
だ
。

そ
の
最
初
の
ケ
ー
ス
は
、
九
州
大
学
経

済
学
部
に
設
け
ら
れ
た

「保
険
学
講
座
」
。

「保
険
学
を
学
問
と
し
て
深
め
る
よ
う
な

講
座
を
設
け
、
社
会
還
元
し
た
い
」
と
い

う
安
田
火
災
海
上
保
険
の
寄
付
で
八
七
年

一
〇
月
に
開
設
さ
れ
た
。
八
八
年
に
創
業

一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な

っ
た
同

社
の
記
念
事
業
の

一
環
だ

っ
た
。
大
学
側

は
教
授
と
助
教
授
各

一
名
と
し
て
年
間
二

〇
〇
〇
万
円
の
運
営
費
を
計
上
、
同
社
は

五
年
分
の
教
育
研
究
費
用
と
し
て

一
億
円

の
目
録
を
贈

っ
た
。
客
員
教
授
に
は

一
般

公
募
で
日
本
生
命
保
険
企
画
部
調
査
役
の

古
瀬
政
敏
氏
が
就
任
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
国
立
大
学
で
教
員
の
人
件

費
を
外
部
の
資
金
で
賄
う
こ
と
は
制
度
上

不
可
能
だ

っ
た
が
、
文
部
省
も
ち
ょ
う
ど

「社
会
に
開
か
れ
た
大
学
」
の
あ
り
方
を

検
討
し
て
い
た
と
き
だ

っ
た
。
さ

っ
そ
く

寄
付
金
を
財
源
と
す
る
講
座
や
研
究
部
門

の
設
置
、
運
営
を
可
能
に
す
る
た
め
に
諸

規
程
を
整
備
し
、
寄
付
講
座
の
設
置
は
八

七
年
二
月
の
国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則

の

一
部
改
正
で
認
め
ら
れ
た
。

そ
の
改
正
と
同
時
期
に
開
設
さ
れ
た
東

京
大
学
の
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
。

「未
来
材
料

（新

日
鉄
）
寄
付
研
究
部

門
」
、
「
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
通
信

（Ｎ
Ｅ
Ｃ
）

寄
付
研
究
部
門
」
な
ど
四
つ
の
冠
研
究
部

間
を
備
え
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
先
端
科
学

技
術
分
野
を
学
際
的
に
研
究
す
る
た
め
に

中
核
的
役
割
を
果
た
す
施
設
で
、
「研
究
資

金
を
寄
付
し
て
く
れ
た
企
業
に
対
す
る
唯

一
の
お
礼
だ
」
と
企
業
の
名
を
冠
に
入
れ
、

現
在
は
寄
付
研
究
部
門
は
七
部
門
に
増
え

て
い
る
。

東
大
の
学
内
で
は
、
企
業
か
ら
の
寄
付

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
八
六
年

一
一
月
、

寄
付
講
座
懇
談
会
を
設
置
し
、
こ
の
問
題

を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
こ
ろ
、
外
国
人

の
研
究
者
を
多
く
招

聘
し
て
、
研
究
の
活

性
化
を
図

っ
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
、

と
い
う
論
議
が
高
ま

っ
て
い
た
。
だ

っ
た

ら
、
そ
の
カ
ネ
を

「外
部
資
金
の
導
入
」

に
よ

っ
て
賄
え
ば

い
い
で
は
な

い
か
、
と

の
空
気
が
広
が
り
、
翌
八
七
年
四
月
に
評

議
会
で
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
寄
付
講
座
は
、
産
学
癒
着
に
な
ら

な
い
よ
う
に

「
カ
ネ
は
出
す
が
、
後
の
研

究
や
人
に
は
日
を
出
さ
な
い
」
と
の
条
件

を
企
業
に
求
め
、
大
学
の
自
主
性
を
貫

い

て
い
る
。
さ
ら
に
先
端
科
学
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
で
は
、
客
員
教
授
に
は
外
国
人
、

客
員
助
教
授
に
は
日
本
人
と
い
う
原
則
を

設
け
、
研
究
の

「国
際
性
」
を
重
視
。
ま

た

「
公
開
性
」
と
い
う
面
か
ら
学
外
の
研

究
者
を
招
き
、
研
究
者
の

「流
動
性
」
に

も
配
慮
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
最
近
、
東
大
法
学
部
に
は
野

村
証
券
が
「
証
券
取
引
法
」
、
経
済
学
部
に

は
山

一
証
券
が

「
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
の
寄

付
講
座
を
設
け
、
文
部
省
の
調
べ
で
は
現

在
、
寄
付
講
座

・
寄
付
研
究
部
門
は
国
立

大
学
で
九
大
学
二

一
講
座
＝
第

二
表
＝
を

数
え
る

（八
九
年

一
〇
月
現
在
）
。

・
灘

弊

ｅ

●
●

■

■
・●
■
■

こ
の
よ
う
な
寄
付
講
座
は
、
す
で
に
米

国
で
は
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
海
外

で
の
企
業
活
動
を
活
発
に
展
開
し
て
い
る

日
本
の
企
業
も
現
地
の
大
学
と
研
究
委
託

や
共
同
研
究
を
重
ね
、
寄
付
講
座
を
開
い

た
り
、
大
学
が
推
進
す
る
リ
サ
ー
チ
パ
ー

ク

（研
究
開
発
団
地
）
内
に
研
究
所
を
設

立
し
、
多
額
の
資
金
を
拠
出
し
て
き
た
。

「米
国
住
友
商
事
が
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
に

一
〇
〇
万
ド
ル
を
寄
付
。
日
本
経
済
経
営

研
究
所
設
立
の
た
め
に
」
（八
六
年
五
月
）

「三
和
銀
行
が
米
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大

Ｍ
Ｂ
Ａ
（経
営
学
修
士
）
コ
ー
ス
に
国
際
金

融
、
経
営
管
理
の
講
座
を
開
設
す
る
た
め

一
二
〇
万
ド

ル
を
寄
付
」
（八
九
年
二
月
）

と
い
っ
た
新
聞
記
事
が
目
立
つ
。

そ
の
日
本
企
業
か
ら
の
研
究
援
助
額
の

急
激
な
増
え
方
に
、
米
国
側
が

「頭
脳
ま

で
カ
ネ
で
買
う
の
か
」
と
警
戒
の
日
を
向

け
る
ほ
ど
だ
。

Ｎ
Ｓ
Ｆ

（米
国
立
科
学
財
団
）
が
日
本

企
業
約
九
〇
〇
社
を
対
象
に
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
米
国
の
大
学

へ
研
究
資
金
を
投
じ

る
日
本
企
業
の
数
は
八
三
年
の
五
六
社
か

ら
八
五
年
の
九
八
社
に
急
増
。
特
に
Ｍ
Ｉ

Ｔ

（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
エ
科
大
）
に
は

四
三
社
が
寄
付
す
る
な
ど
集
中
し
て
い
る

名
日
本
経
済
新
聞
』
八
七
年
九
月
二
九
日

付
夕
刊
）。

米
国
の
大
学
に
資
金
を
投
じ
る
日
本
企

業
の
数
と
資
金
量
を
見
る
と
、
八
三
年
度

が
五
六
社
、
三
六
六
万
ド
ル
で
、
八
五
年

度
に
は
九
八
社
、
九

一
四
万
ド

ル
と
急
ピ

ッ
チ
で
増
え
て
い
る
。
資
金
提
供
先
の
ベ

ス
ト
五
は
Ｍ
Ｉ
Ｔ
に
次

い
で
カ
ソ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
バ
ー
ク
レ
ー
校
盆

一
社
）
、
ス
タ

ン
フ
ォ
ー
ド
大
盆

○
社
）
、　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
立
大
２

０
社
）
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
盆
ハ

社
）
・…
・・の
順
。

ま
た
当
時
、
二
七
社
が
す
で
に
米
国
内

に
研
究
所
を
設
立
、
八
七
社
が
設
置
を
計

画
中
で
、
米
国
の
科
学
技
術
予
算
を
配
分

し
て
い
る
Ｎ
Ｓ
Ｆ
は

「
日
本
企
業
が
資
金

援
助
の
兄
返
り
に
米
国
内
の
研
究
成
果
を

独
り
占
め
し
て
い
な
い
か
を
詳
し
く
調
べ

場
合
に
よ

っ
て
は
日
本
企
業
の
米
国
内
の

大
学
で
の
共
同
研
究
を
規
制
す
る
」
と
し

て
い
る
。

米
国
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
ほ
ぼ
中

央

に
あ
る
リ
サ
ー
チ

ｏ
ト
ラ
イ
ア

ン
グ

ル
・
パ
ー
ク
。

ロ
ー
ソ
ー
、
ダ
ー
ラ
ム
、

二尉]曇財事曇遷鷲∈選ユ
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チ
ャ
ペ
ル
ヒ
ル
の
三
市
を
結
ぶ
広
大
な
三

角
地
帯
に
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
名

付
け
ら
れ
た
世
界
最
大
規
模
の
研
究
開
発

団
地
だ
。
地
元
の
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大

ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
立
大
、
私
立
の
デ

ュ
ー
ク
大
は
連
携
し
て
、
同
リ
サ
ー
チ
パ

ー
ク
の
研
究
開
発
を
支
援
し
て
い
る
。

こ
こ
に
日
本
企
業
の
先
駆
け
と
し
て
進

出
し
た
の
が
住
友
電
気
工
業
。
八
五
年
に

研
究
所
を
設
立
し
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
応

用
技
術
な
ど
の
研
究
を
行
な
う

一
方
、
同

社
は
隣
接
地
に
工
場
を
造

っ
て
生
産
活
動

を
始
め
、
製
造

。
研
究
開
発

一
体
と
な

っ

て
定
着
を
図

っ
て
い
る
。

神
戸
製
鋼
所
も
こ
こ
に
研
究
開
発
の
拠

点
と
し
て
、
八
三
年
に
同
州
で
製
鉄
技
術

を
開
発
し
て
い
た
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
社
を
買

収
し
、
そ
の
ス
タ

ッ
フ
を
中
心
に
バ
３
の

∪

Ｑ

①
一
ｏ
ｏ
日

８

一

ｏ

Ｒ

ｏ
Ｒ

障

】
ｏ
●

（
Ｋ

Ｏ

Ｂ

Ｅ
Ｃ
Ｏ
）
を
八
六
年
に
設
立
し
た
。

同
社
は
さ
ら
に
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州

立
大
と
研
究
委
託
契
約
を
結
び
、
八
八
年

春
、
同
大
工
学
部
に
社
名
を
冠
し
た
機
能

性
薄
膜

（ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
薄
膜
な
ど
）
の

材
料
科
学
工
学
講
座

「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
　
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｅ
Ｌ
　
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｒ
」
も
開
設
、
現
地

採
用
の
研
究
者
を
助
教
授
と
し
て
派
遣
し

た
。
神
戸
製
鋼
所
が
六
六
万
六
〇
〇
〇
ド

ル
を
寄
付
し
、
州
政
府
が
三
二
万
四
〇
〇

〇
ド

ル
を
拠
出
し
、　
一
〇
〇
万
ド

ル
で
基

金
を
創
設
し
た
。
今
年
四
月
に
は
米
国
研

究
所
を
設
立
し
た
。

こ
の
ほ
か
八
八
年

一
〇
月
に
英
国
ロ
ン

ド
ン
近
郊
の
サ
リ
ー
大
学
構
内
に
英
国
研

究
所
を
設
立
し
て
い
る
。
高
分
子
系
複
合

材
の
開
発
を
促
進
し
て
い
く
た
め
に
は
化

学
、
高
分
子
分
野
に
お
い
て
高
度
の
技
術

を
有
す
る
英
国
の
大
学

。
研
究
所
と
共
同

研
究
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
だ
。

同
社
は
日
本

（西
神
総
合
研
究
地
区
、

筑
波
研
究
所
）、
高
機
能
材
料
や
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
が
強
い
米
国
研
究
所
、
化
学
分

野
に
強
い
英
国
研
究
所
の
三
国
際
研
究
開

発
拠
点
体
制
を
整
え
、
将
来
的
に
は
こ
れ

ら
の
拠
点
を
Ｖ
Ａ
Ｎ
（付
加
価
値
通
信
網
）

で
結
び
、
効
率
的
な
先
端
技
術
の
研
究
開

発
を
行
な
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
神
戸
製

鋼
所
技
術
開
発
本
部
の
大
森
信

・
企
画
担

当
課
長
は
言
う
。

「研
究
開
発
の
国
際
化
を
進
め
て
い
く

上
で
最
も
重
要
な
の
は
国
際
的
に
通
用
す

る
人
材
の
確
保
と
育
成
で
す
。
海
外
拠
点

に
い
ま
ま
で
築
い
た
人
脈
を
フ
ル
に
活
用

し
て
人
材
の
確
保
を
図
り
、
留
学
や
海
外

企
業

へ
の
派
遣
、
研
究
員
の
交
流
の
活
発

化
で
国
際
的
技
術
者
の
育
成
に
努
め
て
い

ま
す
」
し
か
し
、
海
外
に
研
究
所
を
設
立
す
る

に
は
リ
ス
ク
が
あ
る
。
終
身
一雇
用
の
慣
習

が
な
い
欧
米
人
の
場
合
、
研
究
員
の
流
動

性
が
激
し
い
か
ら
だ
。
せ
っ
か
く
研
究
員

と
し
て
採
用
し
て
も
、
い
つ
″
頭
脳
流
出
″

さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
さ
ら
に
研
究
成

果
が
組
織
に
帰
属
す
る
応
用
技
術
と
違

っ

て
、
基
礎
研
究
で
は
、
そ
の
研
究
成
果
が

研
究
者
個
人
に
帰
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

そ
れ
だ
け
に
、
人
脈
だ
け
に
頼
る
研
究
委

託
よ
り
も
、
大
学
と
の
組
織
的
な
連
携
を

筑 波 大 学 山一証券ファイナンス

群 馬大 学
 F瑠

薬理学

証券取引法

(野村証券 )
東 京 大学

ファイナンス

(山 一証券 )

コンピューター通イ言

(NEC)

未来材料 (新 日鉄 )

機能分子言嬌十

櫛兵国立大学

知能機械システム(日立 )

第二表 寄付研究部門を置いている国立大学

大学名    講座名    大学名 講座名

矢哺し情報システム(東芝 )

矢口能機械(日立 )

先端櫛 しセラミックス

(TDK)

保険学

電気エネルギーシステム

(989年 0月 現在、カ ンコ内は冠講座 )

東京工業大学

東京工業大学
。工業材料

研究所

スタンフォード大学。

情報科学(CSK) 浜松医科大学 メディカルホ トニクス

東京大学・

先端科学技 電気通信(NTT) 滋賀医科大学 罹 命動態学

術研究セン

タ~    
未来化学 (三井東圧 )大 阪大学   機能情報処理システム

都市開発工学(GC5)

九州1大学
未来システム

(三菱重工 )

カリフォルニア大学バークレー校。
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求
め
る
傾
向
が
強
ま

っ
て
い
る
と

い
わ
れ

Ｚ
つ

。

一鶴瑯範鰈拭する大学

受
け
入
れ
側
の
米
国
や
英
国
の
大
学
も
、

産
業
界
と
手
を
結
ん
で
学
内
に
蓄
積
さ
れ

た
研
究
資
源
を
大
学
経
営
に
活
用
す
る
こ

と
で
外
部
資
金
を
導
入
す
る
戦
略
を
展
開

し
て
い
る
。
最
も
組
織
的
で
、
成
果
を
上

げ
て
い
る
の
は
、
前
述
の
Ｍ
Ｉ
Ｔ
だ
。

「産
業
界
に
役
立
つ
こ
と
が
建
学
精
神

の

一
つ
」
と
い
わ
れ
る
Ｍ
Ｉ
Ｔ
に
は
、
産

業
学
際
会
と
い
う
組
織
が
あ
る
。
産
業
界

と
の
共
同
研
究
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の

窓
口
で
、
日
本
事
務
所
を
開
設
し
て
Ｍ
Ｉ

Ｔ
の
研
究
成
果
を
民
間
企
業
に
積
極
的
に

売
り
込
み
、
日
本
企
業

へ
の
働
き
か
け
も

熱
心
だ
。
日
本
企
業
は
メ
ー
カ
ー
や
商
社
、

銀
行
、
証
券
会
社
な
ど
五
〇
社
を
超
え
る

会
社
が
参
加
し
て
い
る
。

会
員
企
業
に
は
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の

紹
介
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
ヘ
の
参
加
、
希

望
す
る
教
授
や
研
究
員
と
の
接
触
…
…
な

ど
の
便
宜
を
図

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
活

動
を
通
し
て
今
で
は
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
経
常
収
入

の
実
に
八
五
％
近
く
が
産
業
界
や
政
府
か

ら
の
委
託
研
究
収
入
や
寄
付
金
で
占
め
ら

れ
て
い
る
。

Ｍ
Ｉ
Ｔ
と
並
ぶ
研
究
実
績
を
上
げ
て
き

て
い
る
米
国
の
名
門
私
立
大
学
、
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
は
今
年
九
月
、
海
外
キ
ャ
ン

パ
ス
「
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
日
本
セ
ン
タ
ー
」

を
京
都
に
開
設
し
た
。
日
本
に
進
出
し
て

き
た
他
の
多
く
の
米
国
大
学
は
、
も
っ
ぱ

ら
日
本
人
を
対
象
に
英
語
で
教
え
る
教
育

機
関
だ
が
、
そ
れ
と
は
逆
に
同
セ
ン
タ
ー

は
米
国
学
生
を
対
象
に
日
本
語
で
教
え
る

施
設
。
カ
ソ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
あ
る
同
大
で

は
、
日
本
人
学
生
約
二
〇
〇
名
が
英
語
で

学
ん
で
お
り
、
米
国
人
も
同
じ
よ
う
に
日

本
に
つ
い
て
学
ば
な

い
と
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
国
際
交
流
は
で
き
な
い
、
と
の
思
い

入
れ
が
背
景
に
あ
る
。

学
生
数
は
当
面
、
二
五
名
で

ス
タ
ー
ト
。

将
来
、
外
交
官
、
学
者
、
経
営
者
と
し
て

米
国
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
学
生
た
ち

は
京
大
の
講
義
や
ク
ラ
ブ
活
動
に
も
参
加

し
、
日
本
人
、
日
本
文
化
を
学
ん
で

い
る
。

こ
の
ほ
か
同
大
理
工
科
系
学
生
が
日
本
企

業
や
研
究
機
関
で
実
地
研
修
し
た
り
、
日

米
の
研
究
者
の
人
的
交
流
を
図
る
プ

ロ
グ

ラ
ム
を
組
ん
で

い
る
。

運
営
基
金
と
し
て
八
億
円
の
募
金
を
募

り
、
関
西
経
済
連
合
会
と
京
都
市
な
ど
が

バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
。
募
金
は
、
国
際
交
流
基

金
を
通
じ
て
同
大
に
特
定
寄
付
金
と
し
て

寄
付
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
、
免
税
措
置
を

適
用
、
言
わ
ば
日
本
で
海
外
助
成
金
を
活

用
し
た
形
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
学
生
た

ち
の
宿
合
と
し
て
住
友
信
託
銀
行
が
独
身

寮
の

一
部
を
提
供
し
て
い
る
。

同
セ
ン
タ
ー
代
表
の
ト
ー

マ
ス

・
ロ
ソ

ー
ン
教
授
は

「
日
本
に
拠
点
を
築

い
た
後
、

ソ
ウ

ル
や
北
京
に
も
海
外
キ
ャ
ン
パ
ス
を

開
設
し
た
い
」
と
言
い
、
世
界
的
な
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
戦
略
を
練

っ
て
い
る
。

一
館

難

が

日

本

進

出

の

窓

口
役

も

・●

一　

一一一一一一・

さ
ら
に
企
業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
日
本

進
出
を
図

っ
て
い
る
大
学
も
あ
る
。
ボ
ス

ト
ン
大
は
三
洋
電
機
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
資
格
が
取
れ
る
講
座
を
開

い
て
い
る
。

神
戸
市
垂
水
区
の

「三
洋
電
機
塩
屋
教

育
訓
練
セ
ン
タ
ー
」
で
八
八
年
七
月
か
ら

始
ま

っ
た

「国
際
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
養
成
講

座
」
。
〓
一カ
月
の
コ
ー
ス
で
、
エハ
単
位
を
取

得
す
れ
ば
、
米
国
の
ボ

ス
ト
ン
大
学
で
残

り

一
〇
単
位
を
受
講
し
、　
一
年
間
の
米
国

滞
在
で
Ｍ
Ｂ
Ａ
が
取
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の

講
座
の
講
義
の
内
容
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、

日
本
国
内
で
最
短
三
年
で
取
る
こ
と
も
可

能
だ
。

企
業
が
社
員
を
海
外
に
留
学
派
遣
さ
せ

る
場
合
、　
一
年
で

一
人
当
た
り
約

一
〇
〇

〇
万
円
の
費
用
が
掛
か
る
と
い
う
。
そ
れ

で
も
金
融
関
係
の
企
業
で
は
二
〇
―
三
〇

名
単
位
で
社
員
を
派
遣
し
、
国
際
人
の
養

成
に
力
を
注
い
で

い
る
が
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
取
得

ま
で
の
二
年
間
の
負
担
は

一
般
の
企
業
に

と

っ
て
重

い
。

そ
ん
な
こ
と
も
あ

っ
て
三
洋
電
機
の
井

植
敏
社
長
が

「ボ

ス
ト
ン
大
学
の
Ｍ
Ｂ
Ａ

を
日
本
で
や
り
た
い
」
と
呼
び
か
け
る
と

大
阪
府
や
大
阪
工
業
会
も
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ

し
た
。
受
講
費
用
は
宿
泊
費
用
を
合
め
て

三
二
三
万
円
。
各
企
業
か
ら
派
遣
さ
れ
た

人
、
個
人
で
受
講
す
る
人
、
さ
ま
ざ
ま
な

国
籍
を
持

つ
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
た
ち
が
合
宿

生
活
を
し
、
す
べ
て
英
語
で
行
な
わ
れ
る

ハ
ー
ド
な
授
業
を
通
し
て
、
国
際
的
に
通

用
す
る
経
営
手
法
を
学
ん
で

い
る
。

マサチューセッツエ科大学 (MIT)。



第

一
期
生
と
し
て
四
九
名

（
こ
の
う
ち

ボ

ス
ト
ン
大
学
に
進
ん
で
い
る
の
は

一
七

名
）
、
二
期
生
は
二
五
名

（同

一
五
名
）
が

巣
立

っ
た
。
こ
の
う
ち
外
国
人
学
生
は
計

一
九
名
。

イ
ン
ド
人
受
講
生
は
イ
ン
ド
の
三
洋
電

機
の
合
弁
企
業
の
経
営
者
の
子
弟
で
、
東

南
ア
ジ
ア
の
企
業
の
二
代
日
経
営
者
も
日

立
ち
、
同
セ
ン
タ
ー
の
川
合
広
保
所
長
は

「採
算
は
ま

っ
た
く
合
い
ま
せ
ん
が
、
講

座
を
設
け
た
こ
と
で
、
自
己
啓
発
す
る
社

員
が
多
く
な
り
、
社
内
が
活
性
化
し
ま
し

た
。
世
界
的
な
人
脈
づ
く
り
に
も
役
立
て

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

英
国
の
名
門
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大

学
は
神
戸
製
鋼
所
を
窓
口
に
九
〇
年
九
月
、

兵
庫
県
内
に
日
本
分
校
を
開
設
す
る
予
定

だ
。
神
戸
製
鋼
所
は
ラ
グ
ビ
ー
で
の
交
流

や
、
毎
年
、
夏
季
研
修
生
を
受
け
入
れ
て

い
る
な
ど
同
大
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、

亀
高
素
吉
社
長
は
八
八
年
春
、
同
大
セ
ン

ト

・
キ
ャ
サ
リ
ン
ズ

。
カ

レ
ツ
ジ
の
非
常

勤
理
事
に
任
命
さ
れ
た
。

こ
の
日
本
分
校
は
、
英
文
学
、
政
治
学

な
ど
の
人
文
系
や
自
然
科
学
系
を
合
め
た

幅
広

い
講
座
を
設
け
、
日
本
人
大
学
卒
業

者
を
対
象
に

一
年
間
教
育
し
、
引
き
続
き

英
国
の
本
校
の
大
学
院
修
士

コ
ー
ス
で
二

年
間
教
育
を
受
け
て
も
ら
う
シ
ス
テ
ム
だ
。

商
社
を
代
理
店
に
し
て
日
本
企
業

へ
の

売
り
込
み
を
行
な

っ
て
い
る
の
は
米
国
南

部
、
ジ

ョ
ー
ジ
ア
州
ア
ト
ラ
ン
タ
市
に
あ

る
ジ

ョ
ー
ジ
ア
エ
科
大
学
（Ｇ
Ｉ
Ｔ
）
。
日

商
岩
井
を
窓
口
に
し
て
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
、

宇
宙
、
新
材
料
な
ど
の
技
術
を
提
供
し
て

い
く

一
方
、
九

一
年
を
目
標
に
富
山
県
黒

部
市
に
日
本
分
校
を
開
設
す
る
。
同
市
の

地
元
企
業
の
吉
田
工
業

（Ｙ
Ｋ
Ｋ
）
が
ジ

ョ
ー
ジ
ア
州
内
に
工
場
を
持

っ
て
い
る
縁

で
協
力
し
て
い
る
。

一一“摯針馴恥ｍ撃思義の

し
か
し
、
米
国
の
大
学
は
な
ぜ
こ
う
も

産
学
協
同
や
海
外
展
開
に
熱
心
な
の
か
。

米
国
で
は
八
二
年
以
降
、
大
学
生
数
が
減

少
傾
向
を
た
ど

っ
て
い
る
上
、
連
邦
政
府

の
研
究
予
算
が
伸
び
悩
み
、
基
礎
研
究
費

が
慢
性
的
に
不
足
気
味
な
の
だ
。

学
生
が
減

っ
た
た
め
七
〇
年
代
後
半
か

ら

一
〇
年
間
で
全
大
学
数
の
五
％
に
当
た

る

一
五
〇
校
が
廃
校
に
追
い
込
ま
れ
た
と

い
い
、
各
大
学
と
も
懸
命
に
サ
バ
イ
バ
ル

戦
略
を
繰
り
広
げ
て
い
る
と
い
う

（日
本

長
期
信
用
銀
行
の
調
査
月
報
二
四
六
号

「
ア
メ
リ
カ
の
ソ
サ
ー
チ

。
パ
ー
ク
」
よ

り
）。
日
本
の
大
学
を
見
る
と
、　
一
般
予
算
の

中
で
文
部
省
の
比
率
は
こ
こ

一
〇
年
間
で

一
一
％
台
に
低
下
し
た
。

学
生
数
も
九
二
年
を
ピ
ー
ク
に

一
八
歳

人
口
が
減
少
し
て
い
き
、　
一
部
の
大
学
は

経
営
不
振
に
な
る
と
見
ら
れ
、
大
学
を
取

り
巻
く
状
況
は
ま
る
で
米
国
の
後
を
追
い

か
け
て

い
る
よ
う
だ
。

こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
に
、
日
本
に
お

い
て
こ
の
五
年
間
で
大
学
と
産
業
と
の
協

力
関
係
は
大
き
く
変
わ

っ
て
き
た
。
八
四

年
二
月
に
出
さ
れ
た
学
術
審
議
会
の
答
申

「学
術
研
究
体
制
の
改
善
の
た
め
の
基
本

的
施
策
に
つ
い
て
」
以
降
、
臨
時
教
育
審

議
会
答
申
を
合
め

「民
間
活
力
な
ど
の
導

入
」
に
向
け
て
の
政
策
が
積
極
的
に
行
な

わ
れ
た
。
文
部
省
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、

産
学
に
よ
る
共
同
研
究
は
八
七
年
度
に
は

二
九
六
件
に
達
し
、
八
三
年
度
の
七
倍
に

急
増
。
研
究
費
用
の
ほ
う
は
二
〇
億
円
を

超
え
、
三

。
一
倍
に
増
え
て
い
る
＝
第

一

図
＝

（文
部
省

『我
が
国
の
文
教
施
策
』

一
九
八
八
年
度
版
）。

京
阪
奈
丘
陵
に
建
設
中
の
関
西
文
化
学

術
研
究
都
市
も

「産

・
官

。
学
」
の
連
携

で
整
備
さ
れ
、
そ
の

一
角
に
建
設
さ
れ
る

先
端
科
学
技
術
大
学
院
も

「産
学
の
共
同

研
究
や
寄
付
講
座
を
積
極
的
に
進
め
る
」

と
し
て
い
る
。

最
近
、
大
学
の
国
際
化
が
叫
ば
れ
て
い

る
が
、
国
内
の
大
学
で
見
る
限
り
、
大
学

の
名
称
に

「国
際
」
を
付
け
て
み
た
り
、

国
際
関
係
学
部
を
設
け
た
り
、
海
外
で
の

語
学
研
修
を
組
み
込
ん
だ
り
し
て
、
受
験

生
の
人
気
集
め
に
や
っ
き
に
な

っ
て
い
る
。

世
界
戦
略
を
練

っ
て
進
出
し
て
く
る
海

外
の
大
学
と
は
そ
の
発
想
の
レ
ベ
ル
で
格

段
の
差
を
見
せ
つ
け
ら
れ
る
思
い
が
す
る
。

大
学
と
産
業
の
協
力
関
係
に
つ
い
て
今
、

大
学
の
理
念
と
い
う
面
か
ら
し
っ
か
り
と

見
詰
め
直
す
時
期
に
来
て
い
る
よ
う
だ
。

社
会
に
開
か
れ
た
大
学
づ
く
り
を
し
て

い
る
神
戸
大
経
営
学
部
の
民
活
講
座
か
ら
、

勝
手
気
ま
ま
に
話
を
広
げ
て
き
た
が
、
そ

の
試
み
は
大
学
が
こ
れ
か
ら
進
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
一
つ
の
方
向
を
示
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
大
学
が
自
由
な
研
究

と
交
流
の
場
で
、
主
体
性
を
持
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
自
明
の
こ
と
だ
が
、
同

鮮

摯
浦

距

範

獅

鶴

国

第一図 民間などとの共同研究の実施状況
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